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市制伽周年ｼﾝボﾙｷ霜ﾗｸﾀーとして雌ﾖｺｽｶの｢ｽｶ｣１スカリン

とマリンの「リン」を合わせて「スカリン」と名付けられました。１００
周年事業終了後も、横須賀のシンボルキャラクターとして活躍中。
この白害の中では、先生と生徒として、解説のお手伝いをしています。

、 ノ

目次

Ｌ

先生

蕊
－１１』

iＥ



■

;､‘鳥鍵蕊鍵
昌害= 季・

書の目的：､ ぷず署! ｡ ．凸憩蕊零蕊
翠要＝， 〉

近年、本市の財政は、景気低迷と少子高齢化、人口減などの影響で税収が減
少し、社会保障言は増加するという傾向が続いています。
今後、この傾向はさらに進展することが予測されますので、現状のまま何の

対策も講じなければ､ 近い将来には現在の市民サービスを提供できなくなる恐
れが生じています。

こうした状況を改善するため､ 平成２３年度から平成２５年度までの３年盾
を計画期間とする財政基本計画を策定しました。
計画では、単年度の収支を改善させるための数値目標、財政調整基金等の残

高を確保するための数値目標、将来負担（市債の発行など）を抑制するための
数値目標を設定しています。そして、これらの目標を言実に達成していくこと
で、短期的視点、中長期的視点から、本市財政の健全化に取り組んでいるとこ
ろです。

「横須賀市財政白書」は、本市の財政が、今どのような状況にあるのか、ま
た、財政基本計画で定めた数値目標がどの程度実行できているのかを、市民の
みなさんと共有するために作成しました。
本市財政の現状を、決算数値をもとに分析し、また、自治体決算を家計に例
えるなど、なるべくわかりやすい表現とすることで、より多くの方に現状をご
理解いただきたいと存じます。
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「予算」とは、１年間の収入と支出を、あらかじめ見積もることです。地方
自治体の予算は、収入した全てのお金の使途を明確にするため、収入と支出が
同額になるように作られています。
そして、「決算」は、この「予算」に基づいて１年間様々な事業を実施した
結果、収入と支出が実際にどのようになったのかを表しています。
この財政白言では、主に決算数値を用いて解説しています。
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地方自治体には、経理を区分するため、いくつかの「会計」が設けられてい
ます。横須賀市には、地方自治体の基本的な行政経費を計上している「一般会
計」のほか、６つの「特別会計」と３つの「企業会計」がありますが、この財
政白書は「一般会計」を対象としています。

Ｉ
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瀞涙予算と

２

命母さんの給詞

- と _ 上

く用語解説＞
一般会計：市税収入等を財源として、福祉、教育、道路など市の基礎的な行政サービスを経理する会計
特別会計：国民健康保険、介護保険など、主に特定の料金収入を財源として、一般会計と分けて運営する会計
企業会計：水道、下水道、病院など、独立採算で一般の企業と同様の経理を行う会計
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命父さんの給料

予算に基づいて、１年間の事業を行った収支の結果が決算
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（ 〉前年度（平成２２年度決算）と比べると…

平成２３年度の歳出（支出）総額は1 , 3 4 3 億円で、前年度１，３１８億円と
比較し、２５億円増加しました。

( 図１）歳出決算額の前年度比較 ( 単位億円）

1, 3 4 3億円1』400

支出を経費の使いみち（性質別歳出）ごとに比較すると、最も増加してい
るのは投資的経費で、平成２２年度と比較して２８億円増加しています。こ

+1０

△４

賀市の決算の

平成2 2 年度平成 2 3 年度
（ 2 0 ﾕ 0 年度）（２０型年度）

※いずれも､ 子ども手当影響額を除く決算額
※端数処理のため､ 合計が表示と合わない場合があります。
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れは、諏訪小学校の建て替えや特別養護老人ホームの建設、公共施設の耐震
化などの事業を実施したことによるものです。（の毒参考Ｐ２９，３０）

この他では、社会保障費である扶助費と他会計繰出しが、合わせて１４億
円増加しています。
その内訳は、扶助費は、生活保護費（４億円増) 、障害福祉費（４億円増）

などが増加し、他会計繰出しは、介護保険費（３億円増）や後期高齢者医療
費（２億円増）などが増加しています。
社会保障費が増加している主な要因は、高齢化が進んでいることであり、
この{ 頃向は平成１３年度以降、毎年度続いています。

近年の推移をみると…

５ページの図２は、平成１３年度以降の歳出決算での経費の使いみち（性
質別）の構成比の推移を表したものです。
歳出総額は、各年度とも1 , 3 0 0 億円前後で推移していて、ほぼ横ばいとい

える状況です。

ただ、その使い道は大きく変化しています。
社会保障費( 扶助費･ 他会計繰出し) の構成比は､ 平成１３年度には１４．４％

でしたが、平成２３年度には2 7 . 7 ％に増加しています。
これは主に生活保護や障害者福祉、待機児童対策など児童福祉関連の扶助

費が増加したこと、また、介護保険や後期高齢者医療などへの繰出しが増加
したことによるものです。
一方、人件費、投資的経費および公債費は、行財政改革による経費削減な
どにより、平成１３年度の5 3 . 8 ％が平成２３年度には４２５％に減少してい
ます。

こうした構成比の推移からみると、本市は、優先l l l 頁位の高い社会保障費の
増加分を、人件費や投資的経費などを削減することで捻出している状況にあ
るといえます。

家計に例えると、医療費（扶助賛、他会計繰出し）など、節約す
ることが難しい経費の増加を、食費やテレビなど家財の買い換え
（人件費、投資的経費等）を切り詰めて捻出している状況といえま
すね。

と
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＜用語解説＞
扶助費：社会保障制度の一環として、生活保護法などの各種法令に基づいて支払われる

経費、および地方公共団体が単独で行っている住民福祉に要する経費
他会計繰出し：一般会計から特別会計等に対して支払う経費のこと。この財政白書では、国民

健康保険、介護保険、後期高齢者医療（老人保健医療）等に対する一般会計の
負担のことです。

公債費：地方自治体が借り入れた地方債（借金）の元金と利子の償還（返済）金および
一時借入金の利子の合算額

物件費：消耗品などの物品購入費や、光熱水費、委託料などに要する経費
投資的経費：学校、ごみ処理施設等、将来に残る施設等を整備するための経費
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※平成１４年度は借換債3 8 億円､ 平成2 1 年度は､ 定額給付金にかかる物件費等6 7 億円をそれぞれ除く決算霞
※平成2 2 , 2 3 年度は､ 子ども手当影響額を除く決算額
※端数処理のため､ 合計が表示と合わない場合があります。
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収入の種類
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市の歳入（収入）には、市税のように、本市が使い道を自由に決められる
収入と、特定の事業を実施することで国から交付される国庫補助金のように、
使い道が限定されている収入があります。
使い道を自由に決められる歳入（収入）の割合が高いほど、より充実した

市民サービスを提供することができます。

歳入うち、平成２３年度の「基幹的な歳入」は８８７億円で、平成２２年度
と同額となっています。
ただその内訳をみると、市税収入が８億円減少し、国から交付される地方

交付税（臨時財政対策債を含む）などが８億円増加していますので、歳入面
での国への依存度が高くなってきているといえます。

平成２３年度の市全体の収入は１，３８４億円で､ 平成２２年度の収入１，３５９
億円と比較して２５億円増加しました。
増加した主な要因は、投資的経費や扶助費の増加に伴う国・県支出金、通

常信で、平成２２年度と比較して２７億円増加しました。

この白書の中では、使い道の自由な歳入の大部分を占めてい

る「市税」「地方交付税（臨時財政対策債を含む) 」「地方譲与税」
及び「各種交付金」を「基幹的な歳入」と分類し、その推移で
歳入決算の特徴を確認します。

前年度（平成２２年度決算）と比べると…

厨
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｜＜用語解説＞
| 市税冒市が収入する税の総称。市民税（個人、法人) 、固定資産税、軽自動車税等がある。
；地方交付税二国と地方の財源調整と、地域間の財源の偏りを調整するため、国が地方へ交付する交付金
地方譲与税：便宜上国が徴収しているが、本来は地方の税財源であるため国から地方へ譲与する税のこと。

地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税等がある。
各種交付金二県に収入された税の一部を市町村へ交付する交付金。地方消費税交付金等がある。
国・県支出金二市の収入源の一つで、国や県から市へ交付される補助金等の総称
通常債冒市債のうち、道路、学校などの建設事業等を行う場合の借入金
臨時財･ 政対策債：地方交付税の不足分を補うため、一旦地方が借り入れる市債

基幹的な歳入は、
平成２２年度と同額

EIOIO

■
宮 堰

8 8 7 億円

ノ

家計に例えると、お給料（市税）は減ってしまったけれど、実家
からの仕送り（地方交付税など）が増えたので、使い道の自由なお
金は同じ金額になったということです。
金額は同じですが、実家に頼る割合が大きくなってしまっていま

すね。

2KOIO

市税 市税

蕊

■９
画 6３５ ５劃７

※いずれも､ 子ども手当影響額を除く決算額
※端数処ﾗ 皇のため､ 合計が表示と合わない場合があります。

平成2 2 年度
(2010年度）

（ロ 坤汚

平成2 3 年度
(2011年度）
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、
ノ近年の推移をみると…

図４は、平成１３年度からの歳入決算額の推移を表したものです。
このうち、市が使い道を自由に決められる「基幹的な歳入」は、平成１３

年度と比較して７０億円減少（Ｈ１３９５７億円→Ｈ２３８８７億円）してい
ます。特に、市税は平成１３年度と比較して７１億円減少しています。

市税が減少し、その結果使い道の自由な歳入（収入）が減少しているとい
うことは、平成１３年度以降、市の財政の硬直化が進んでいることを表して
います。

( 単位億円）( 図４）歳入決算額の推移（Ｈ1 3 ～Ｈ2 3 ）
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※平成１４年度は借換債3 8 億円､ 平成2 1 年度は､ 定額給付金にかかる国庫支出金6 7 億円をそれぞれ除く決算額
※平成2 2 , 2 3 年度は､ 子ども手当影響額を除く決算額
※端数処理のため､ 合計が表示と合わない場合があります。
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T o p i c s : 市民一人当たりの税収

” 横須賀市の税収は、ほかの市と比べて多いんですか？■『

～

神奈川県内では平均よりも少ないですね。
同じぐらいの規模である中核市と比較しても､ 平均をやや下回ってい

( 図５）市民一人当たりの税収比較（神奈川県内１９市） ( 単位円）
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（平成2 3 年度地方財政状況調査速報値より。人口は平成2 4 年３月３１日住民基本台帳人口）

( 図６）市民一人当たりの税収比較（中核市 4 2 市）（単位円）

く用語解説＞
中核市：人口３０万人以上の比較的大規模な都市。政令指定都市に次いで広い事務権限を持つ。
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( 平成２３年度地方財政状況調査速報値より。人口は平成２４年３月３１日住民基本台帳人口）
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平成１３年度以降の財政調整墓金等残高の推移は図７①で示すとおりです。
平成１６年度までは２００億円程度の残高がありましたが､ 平成１７年度には
１４０億円となり、平成２３年度末では１３８億円となっています。

平成２０年度以降、毎年少しずつ残高が増加しているようにみえますが、
これは末利用地を売却するなどして、一時的に収入が増加したためです。仮
にこうした一時的な収入がなかったとすると、図７②の破線で示すとおり、
その残高は毎年減少し続けている状況です。
こうした状況は、その年度の収入だけでは、その年度に必要な経費を賄え

ていない、つまり、本市の単年度の収支が赤字であることを表しています。
（図７）財政調整基金等残高の推移（Ｈ1 3 ～Ｈ2 3 ）（単位億円）
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(２０ozＩ（２００３）

①現状の残高

Ｈ１３
Ｉ２０ｍｌ

）財政調華其金等とは

財政調整基金は、ある年度に収入が大きく減少した場合や、一時期に多額
の経費がかかる場合などの不測の事態に備えて積み立てている貯金です。

近年、本市は、社会保障費が増加する一方で、使い道の自由な収入が減少
しているため、行財政改革による経費削減でその不足分を埋めていますが、
それでもなお足りない分は､ 貯金｢ 財政調整基金」と「公有施設整備基金」（以
下、「財政調整墓令等」という｡ ）をおろして補っている状況が続いています。
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＞ のはなし
肖債が減少し､ 臨時財政対策債 し:

が増加～

市債の種類 〉
地方自治体は、その年度内に必要な経費はその年度内の収入で賄うのが原

則ですが、例外的に将来入ってくる収入を当てにして借金をする場合があり
ます。この借金を「市債」といいます。
市債には、大きく分けて、建設事業を行う際の借金「通常信」と、地方交

付税の不足分を補うための「臨時財政対策債等」があります。

「通常信」は、施設整備（道路、学校、公園等）を行う場合などに借り入
れる市債で、翌年度以降、それぞれの施設の耐用年数に応じて分割返済して
いきます。
これは、整備された施設から受けるサービスは将来の市民にも提供される

ので、現在の市民からの税だけではなく、将来の市民の税からも応分に負担
してもらい、世代間の税負担を公平にしていこうという考えによるものです。

「臨時財政対策債」は、本来は、地方交付税（現金）として国から地方へ
配分されるはずのお金が、国の財源が不足しているため現金で配分できない
ので、その不足分を地方自治体が一旦借り入れをして補っているものです。
ただ、臨時財政対策債の返済に要するお金は、国が翌年度以降の地方交付

税に上乗せして補てんする仕組みになっています。

制腺
も

. ●

臨時財政対策債を家計に例えたら、
どのような借金なのですか？

いつもは現金で仕送りをしてくれている実家（国）から、「今、実
家（国）の家計が苦しいので、不足分はとりあえず、あなた（横須
賀市）の方で借金しておいて。でも、その借金の返済は実家（国）
でするから」と言われ、している借金ですね。
借金はしたくないのですが、生活のために、仕方なく借りたお金、

というところでしょうか。

１１



Ｈ１３と比較して
６２億円増加

癖鍾嬢蕊奏誉墨Ｌｆ毒蕊溌至J１凸■課■ﾛ ﾛ ■Ｐ４
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( 表１）平成2 3 年度中の一般会計の市債増減 ( 単位億円）

６８２

平成２３年度末の一般会計の市債残高は1 , 6 8 2 億円で､ 平成２２年度末と
比較して１２億円増加しました。

平成１３年度以降の市債残高の推移を表したものが、図８ですず
市債のうち「通常債」の残高（図８②）は、平成１３年度と比べて３２１億

円（約２３％）減少しています。
一方、「臨時財政対策債等」（図８⑧）は、平成１３年度と比べて、３８３億
円（約１５６％）増加しています。

その結果、一般会計全体の市債残高（図８①）は、平成１３年度と比べ、
６２億円（約４％）増加しています。

( 図８）一般会計市債残高の推移（Ｈ1 3 ～Ｈ2 3 ） ( 単位億円）
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※端数処理のため､ 合計が表示と合わない場合があります。

Ｈ１３と比較して
3 8 3 億円増加
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平成2 2 年度末
残忘Ａ

平成2 3 年度
借入額巳

平成2 3 年度
元金症斉額

Ｃ

平成2 3 年度末
残高
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比靭増( △) 詞ビ
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通常信は、建設事業の事業量を調整するといった、市の意思で発行を抑制
することが可能であり、これまでの行財政改革でも発行の抑制に取り組んで
きた結果、残高は減少してきています。

一方、臨時財政対策債は、通常の市民サービスを維持するためには借りざ
るを得ないものであるので発行の抑制が難しく、残高は年々増加しています。
制度上、臨時財政対策債の返済額は、全額、国から補てんされる仕組みに

なっていますが、財源不足を借金で穴埋めしながら返済を先送りするという
制度がいつまでも続くと、果たして国の約束どおり、将来にわたってもその
返済額相当の財源が補てんされるのかという懸念が生じています。

＜参考＞全会計の市債残高の推移（平成１３年度～２３年度）

一般会計と、特別会計､ 企業会計を合わせた横須賀市全体の市債残高は、平成２３
年度末で3 , 0 ○４億円です（図９①) 。平成２２年度末残高3 , 0 3 0 億円と比較し、
２６億円減少しました。また、平成１３年度と比較すると、４２１億円（1 2 . 3 ％）
減少しています。
全会計の市債残高は、平成１５年度以降減少が続いていて、前述の臨時財政対策

債等を除くと、その傾向はさらに顕著になります（図９②) 。

( 図９）全会計市債残高の推移（Ｈ1 3 ～Ｈ2 3 ） ( 単位億円）
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( 平成２３年度地方財政状況調査速報値より。人口は平成２４年３月３１日住民基本台帳人口）

〆 、

T o p i c s : 市民一人当たりの借金（市債）

横須賀市の借金残高は、県内他都市に比べると多くなっていますが、市債の借
り入れによって様々な施設整備が進んでいます。
例えば、
・下水道の普及率は全国トップクラス
・市立学校の耐震化率１○0 ％、教室のエアコン普及率１００％
・非常時用の飲料水貯水量は全国トップクラスなどがあります。
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横須賀市の借金（市債）は多いんですか？
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神奈川県内では、平均よりも多くなっています。
中核市と比較すると、ほぼ平均ですね。

( 図１０）市民一人当たりの市債残高比較（神奈川県内１９市） ( 単位円）
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( 平成２３年度地方財政状況調査速報値より。人口は平成２４年３月３１日住民基本台帳人口）
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借金の額だけをみるのではなく、
施設整備とのバランスをみていくことが大切なんですね。
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娠
本
市
一

前
幅
市

匝
児
鎚
市
｛

秋
田
市

壁
同
市

豊
橋
市

酒
時
市
』

４２市中ユ9 蓋: 目
５０，．０００

７００. ＯＯＣ

中核市4 2 市平均4 0 0 , 7 2 2 円
５００.ＯＯＣ

■

■

_＝



Ｓ今
下の図１２は、本市のこれまでの人□の推移と今後を予測したものです。

( 図１２）横須賀市の人口の推移（見込み） ( 単位人）
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生産年齢人ロ
ユ５壷～６４壷

６９％

老年人口
( 6 5 歳以上】

１８９名

平成ユョ年
( Ｚｏｏﾕ 年）

一 ｰ

生産年齢人ロ
ユ5 歳～6 4 歳

ご孔

６２％

老年人口
(65歳j参｣し上】

Ｚ５％

平成２３年
(ｚｏユユ年）

､ 一一一１

生産年齢人ロ
ユ５歳～６４歳

５９％

老年人口
( 5 s 歳以上）

ヨユ％

平成３３年
( ２０２ユ年）

門１１1０

1３1３

３と比較して
ポイント減少

3 と比較して
ポイント増加

｢ 横須賀市都市政策研究所横須賀市の将来推計人口（平成2 0 年（2 0 0 8 年）１月推計）より」

市全体の人□は､ 平成１３年と平成２３年を比較すると約１万２千人減少してい
ます。
また、年齢の構成をみると、生産年齢人□（１５歳～６４歳）の構成比は、平成
１３年には６９％であったものが､ 平成２３年には６２％ヘ減少しています｡ 一方、
老年人□（６５歳以上）の構成比は、同じく１８％が２５％に増加していて、本市
において少子高齢化が進んでいることがわかります。
こうした生産年齢人□の減少が市税収入減少の－つの要因であり、また､ 高齢化

は社会保障責の増加の大きな要因になっています。

平成３３年にはこの傾向はさらに顕著( 生産年齢人□は対平成１３年度で１０ポ
イント減少、老年人□は同１３ポイント増加）になり、これに伴って、税収の減少
と社会保障費の増加がさらに進んでいくと予測しています。

現在のように墓金の取り崩しにより単年度の収支アンバランスを補う状況が続
くと、数年後には墓金が枯渇する事態が予測されますので、なるべく早期に単年度
の収支バランスを改善していくことが必要です。
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T o p i c s : 横須賀市の人口ピラミッド

卜

■ー毒？ _

横須賀市の人□の年齢構成を、もう少し詳しくみてみましょう。

( 図１３）平成２３年（2 0 1 1 年）の横須賀市の人口ピラミッド
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そうですね。
また、平成３３年の４４歳以下の人□は、
平成２３年に比べて少なくなることもわかりますね。 戸
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平成３３年には、最も人数の多い年齢層は、７０～７４歳に
上がるんですね。

( 横須賀市都市政策研究所横須賀市の将来推計人口（平成２０年１月推計）をもとに作成）
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( 図１４）平成３３年（2 0 2 1 年）の横須賀市の人口ピラミッド
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少子高齢化の影響で､ 社会保障費など、削減することが難しい経費が
年々増加していて､ その増加分を人件費などを削減して何とか捻出し
ている状況です。

｡ 借入金

Ｐ

．ー~ ｡Ⅷ肴:八,追こまでのまとめ１１ノ‘…Ｗ１，１。，‐Ｑ５】．星

：‐．，‘‐．．－－－．－Ⅲ‐‘獣＝上塾‘‐，．：…，ムーとロ‘幽匡一‘；Ｌ－－．鐘＝垂と…’

、

支出を減らすだけではどうしても足りない分を、貯金をおろして埋
める状況が続いています。
貯金の残高は減少傾向で、このままでは数年後には残高がなくなっ
てしまう可能性があります。

』 L

景気の低迷、生産年齢人□（１５歳～６４歳）の減少などにより、市
税収入などの使い道の自由な収入が年々減少している状況です。

、

通常盾は、将来の返済を抑えるため、なるべく借りないように取り
組んでいて、残高も、毎年の返済額も減少しています。
一方、国の財源不足を補うために借りている臨時財政対策債は、返
済額以上に借りなければならない状況となっていて、残高も、毎年
の返済額も増加しています。
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蕊露 醐躯園
1）
別刃瓦

、（１）－
－．－－，.瀞1語.宿＝j１ｗ

災署塞J9P,眉 画の策定 』ｑ弔
凸

◆

６万㎡『 ひ
本市の厳しい財政状況を改善するため、平成２３年度から平成２５年度ま

での３年間を計画期間とする財政基本計画を策定し、短期的視点、中長期的
視点から本市財政の健全化に取り組んでいます。

財政の健全化に向けたさまざまな数値目標を設定して財政基本計画では、
います。
本章では、平成２
らせしていきます。

平成２３年度決算を終えての、これらの目標の達成状況をお知

1８



億円《 上）

〉ザＰ

数値目標の(2) 達成状況
合、

色

丙

①事務事業等の総点検による経費削減

( 図１５）事務事業等の総点検による経費削減の目標と実績（単位億円）

、「＝数値目標＝平成２５年度当初予算までに､ 平成2 2 年度予算比で2 4 億円以上の経費( 一
般財源）削減を図ります。

哩 ノ

削減額
２５

〃 科号を
4 ■

＝達成状況＝計画どおり達成＝計 ｡
－＝

－ＥＣ

Ｆ胃全，

成2 3 年度当初予算での削減実行額1 4 4 億円: ( 目標値１４４億周以
三‐』・悪日・４－
《目標値，６b ３億円以

平 ４ 上）
一一一言｡

額７９１成2 4 年度当初予算での削減実行額７．２平

＞

(２０ﾕ 2年度）

』bＬ ぶふ1 琴互琴蕊４

人件費の削減、事業費の見直しをさらに徹底することで、平成２２年度当
初予算と比較して２４億円以上の経費（一般財源）削減を実行することを目
標に設定しました。
平成２３年度、および２４年度当初予算では、この目標を達成しています

ので、平成２５年度予算においても計画どおり経費を削減できれば、３年間
の目標（２４億円以上）を達成できる見込みです。

詞目
茸

= r 忘岩
目掠
24偲円
以上

1 ５

合計２４．７億円

②〉数値目標の達成状況』可

平成2 5 年度
( 2 0 ﾕ 3年度）

4.0 ｐｂａ●●も●●●●ｐー ､
２０

平成2 4 年度平成2 4 年度
(2012年度）

平成2 3 年度

7 コ

1９

1４．４

( 2 0 ﾕ ﾕ 年度）

と2 カ年合計２１．６億円1【０

平成2 3 年度
(20ﾕﾕ年度）

数値目標 実績値( 予算）
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②新規債発行比率（一般会計通常債）の抑制

仁数値目標＝ １
心

〆

平成２３～２５年度までの３年間平均で､ 当初予算での新規債発行比率を９０％
以下に抑制します。 ノ

詞■｡

P ■▼ ﾄ ー

計画ど＝達成状況 お
平

り達成ｗ『山, 『が' ﾉ ﾘ 恥; 縦胸生
批率（当初予算）9 9 . 8 ％( 目標値・川％以下) ，成2 3 年度新規債発行上

Ｐ

平平成2 4 年度新規債発行
鮎，

帽比率喉
■■■ B ■ ｡当初予算) Ｂ9 . 9 ％娼標値判0 % 以下）0 ＆ﾛ . ■

３０％
匹隅ユ君野冒詞

旬 到

通常信新規{ 責発行比率
通常債借入額

■■■■■■ I ■■■■■■■■■巳■■■Ｐ■毎画守哲芦▼■曹画■専唾ｐ■■■■守■

通常信元金償還額
×１００

平成２３年度当初予算での通常| 責の新規債発行比率は、目標値「1 0 0 ％以
下」に対して「9 9 . 8 ％」に抑制しました。
平成２４年度当初予算でも、目標値「ｇｏ％以下」に対して８９．９％に抑制
していますので、平成２５年度に計画どおりの発行比率に抑制できれば、３
年間の目標は達成できる見通しです。

( 表２）通常債新規債発行比率の数値目標と実績

数{ 直目標

実繊値( 予算）

平成2 3 年度
( 2 0 1 1 年度）

1 0 0 ％以下

９９．８％

平成2 4 年度
( ２０１２年度）

9 0 ％以下

８９．９％

昌廻

平成2 5 年度
( ２０１３年度）

８０％以下

3 カ年平均

9 0 ％以下

8



k 麺璽謹萱の６５％以内に抑制します。

' － ~1１＝数値目標＝
各年度の当初予算での借入額は、国から示される発行可能額未満
( 1 0 0 ％未満）に抑制します。 望艇

可

ア 、

= 達成状況＝計画どおり達成！
年度新規債発行比率（当初予算）９８．０％（目標値1 0 0 ％未満）平成2 ３ ％未

平成2 4 年度新規債発行比率（当初予算）９８．０％（目標値．1 0 0 ％未満）
●

2４ ％
』入 ﾛ ■

臨時財政対策債{ 昔入額
臨時財政対策{ 責発行比率＝

臨時財政対策債発行可能額
×１００

④一般会計繰出し対象企業債の発行抑制（下水道事業）

( 目標値５９．７％）

『二罪 一、
目標＝

下水道事業会計における建設投資を､ 平成２３～２５年度までの３年間平均で、

③新規債発行比率（臨時財政対策債）の抑制

度当

ノ

初予算５９．７％

' １
０
■
■

＝達成状況 計画どおり達成一

■

肝
ロ
凸
包

平成2 ４
平成2 ３ 年

年
堅

史

度当初予算6 5 . 3 ％（目標値6 5 . 3 % ）！

下水道事業で| 昔りた企業債の－部は、一般会計の負担で償還しています。
財政基本計画では、現在の下水道設備の長寿命化を図ることで、市債の発

行を抑制することを目標としました。
平成２３年度は目標どおり5 9 . 7 ％に、また、平成２４年度も目標どおり

6 5 . 3 ％で当初予算を編成しました。
平成２５年度に計画どおりの発行比率に抑制できれば、３年間の目標は達

成できる見通しです。

( 表３）一般会計繰出し対象企業債（下水道事業）の数値目標と実績

２１

』

数{ 直目標

実綴値( 予算）

平成2 3 年度
(２０１１年度）

５９．７％

５９．７％

平成2 4 年度
(２０１２年度）

６５．３％

６５．３％

平成2 5 年度
( 2 0 1 3 年度）

６７．４％

3 カ年平均

６５％以下



⑤滞納対策の推進（市税徴収率の向上）

' 一
＝数値目標＝

平成２５年度決算での市税の徴収率を、現年度調定分※は９８．６％以上に、

L童竺繰越分※※は１９．８％以上に向上させます。（特別土地保有税を除く）

〆

鯉

＝達成状況＝計画どおり達成
現年度調定分９８．５％（平成2 3 年度の目標値9 8 . 4 ％以上）

■

滞納繰越分２２．０％（平成２3 年度の目標値19.4％以上），
ＦＦ郡療癖垂竜Ｕ宙。 ( 特別土地保有税を除く）Ｉ土地

平成２３年度の徴収率は、計画値を上回りました。
引き続き､ 計画の最終年度( 平成２５年度決算) での数値目標達成に向け、

滞納対策を強化していきます。

※現年度調定分…市税のうち、その年度に課税した分
※※滞納繰越分…市税のうち、その年度以前に課税したが、未納になっている分

( 表４）市税徴収率（現年度調定分）の目標と実績

数値目標

実縦値( 決算）

平成2 3 年度
(2011年度）

98.4%以上

5％

平成2 4 年度
(2012年度）

98.5 %以上

( 表５）市税徴収率（滞納繰越分）の目標と実績

数値目標

実績値( 決算）

平成2 3 年度
(2011年度）

19 . 4 %以上

22.0％

2 5 2

平成2 4 年度
(2012年度）

1 9 . 5 %以上

平成2 5 年度
(2013年度）

9 8 . 6 %以上

平成2 5 年度
(2013年度）

19 . 8 %以上
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⑥市債残高の削減（全会計）

行 、
＝数値目標＝

市債残高（全会計）を、平成2 5 年度決算までに３，０００億円未満に減少させ

L 望二 ノ
可

＝= 達成状況＝計画どおり達成
平成2 3 年度末残高3 , 0 0 4 億円（平成2 3 年度目標値．3 , 0 4 6 億円未満）．、

蝿 . 鵬誓』

平成２３年度の市債残高( 全会計) は､ 3 , 0 0 4 億円となり､ 計画値に比べ、
４２億円多く減少しています。
平成２４，２５年度においても、計画どおりに市| 責の発行を抑制するこぐ

ができれば、数値目標を達成できる見込みです。
計画どおりに市{ 言の発行を抑制すること

( 図１６）市債残高（全会計）の数値目標と実績
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数値目梧国

⑦財政調整基金等残高の確保

決｡ 革

詞§

算時点で、１１５億円の残高を確保します。
ノ

ユ【ＤＩＯ

炉 I 刀Ｔローｑ 可

＝達成状況＝計画どおり達成 洲

平成2 3 年度末残高1 3 2 億円（平成2 3年度末目標値1 2 2億円１：，’
四（土地売却収入除く） 』塵

平成２３年度末墓金残高（土地売却分を除く）は、目標値よりも１０億円
多くなっています。今後も、基金残高の確保に努めていきます。

( 図１７）財政調雲基金等残高の目標と実績 ( 単位億円）
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※決算数値は、平成２３年度の土地売却収入（6 . 4 億円）を除く
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平成２５年度までの３年間で、２０億円の未利用地を売却します。

、

２４

平成２３年度は旧市立横須賀高校跡地を売却しました。
平成２５年度末での数値目標（２０億円）が達成できるよう、平成２４，

２５年度で１３．６億円以上の売却に向けて取り組んでいきます。
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平成２３年度決算での経常収支比率は９５．７％です。平成２２年度の
9 5 . 4 ％と比較して０．３ポイント悪化しましたが、平成２５年度決算時点
での目安（目標値）である９７．５％を下回っています。

( 図１８）経常収支比率の推移
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財政基本計画では、参考指標として以下の３つの指標を位置づけ、それぞれ
の数値に本市財政の健全性を判断する上での目安を設定しています。
財政白書では、参考指標の推移を検証していきます。

①経常収支比率

９７．３％

二１

97.0％

雲霧雲霧

巨捺
H 2 5 法算
９７．５％
以下

経常収支比率＝毎年経常的にかかる経費のうち、使い道の自由な収入を使って支払う経費×１００
毎年経常的に収入される使い道の自由な収入

経常収支比率とは､ 市税のように毎年収入される使い道の自由な収入を、
人件費や社会保障費のように毎年かかる経費にどのくらい使っているかを
示す指標で、財政の硬直度を表します。（数値が高いほど硬直化）

平成2 S 年度
( 2 0 ﾕ 3年度）

、 ノ
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95.0％
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平成２２年度
(2010年度）

平成2 ﾕ 年度
(2009年度）

平成2 3 年度
(20ﾕﾕ年度）

96.0％

平成Z 4 年度
(2012毒邑度）

９４．０％

平成２０年度
(２００８年度）

＝数値の目安＝平成２５年度決算数値９７．５％以下
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■＝平成2 3 年度決算＝３１．０％ ‘壷

牟凸

３２．２％

総人件費※

市税十地方交付税等（臨時財政対策債等含む）
総人件費比率＝ ×１００

※総人件費＝退職手当を除く正規職員給与費十非常勤職員報酬十賃金

総人件費比率は、本市で働く正規職員、非常勤職員および員金職員に支払
う人件費（退職手当を除く）が、基幹的な歳入の中心となる市税と地方交付
税等（臨時財政対策債等含む）に占める割合を表します。

平成２３年度決算での総人件費比率は3 1 . 0 ％であり、平成２２年度決算の
３１. ~ 7 ％と比較してＱ７ポイント改善しました。
また、平成２５年度決算時点での目安（目標値）である３２．０％を下回って

います。

( 図１９）総人件費比率の推移
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②総人件費比率
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平成2 0 年度平成z １年度平成２２年度平成2 3 年度平成2 4 年度平成2 5 年度
( 2 0 0 8年度）（2 0 0 9年度）（2 0 1 0年度）（2 0 ﾕ ﾕ年度）（2 0皿年度）（2 0 1 3年度）

30. 5％

隈'直55百要三平虚礁決算数値川%以下



( 図２０）公債費比率の推移
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市債の返済額( 一般財源）一地方交付税に上乗せされた市債の返済語
Ｘ１００１公債言比率

１１．５％

■

市税+ 地方交付税（臨時財政対策債等含む）一地方交付税に上乗せされた市債の返済額

公債費比率は、その年の市債の返済額が、市税と地方交付税等（臨時財政
対策債等含む）に占める割合を表します。
収入に占める返済の負担割合が高くなると、公債費比率は上昇します。こ
れは自由に使えるお金のうち、借金返済に充てる割合が増加していることを
意味しています。

平成２３年度の公債費比率は１０．９％で、平成２２年度の１１．２％と比較し
て０．３ポイント改善しました。
また、平成２５年度決算での目安（目標値）である１１．０％を下回っていま

す。

ﾕ0.0％

12.0％

③公債費比率

％１

、 ｩ

平成２０年度平成２１年度平成2 2 年度平成2 3 年度平成2 4 年度平成2 5 年度
( 2 0 0 8 年度）（2 0 0 9 年度）（2 0 1 0 年度）（２０ﾕ ﾕ年度）（2 0 1 2 年度）（2 , 3 年度）

、翁廷等
１１．０％

＜fiZン

１０．９％ 目雲
H 2 5決算
１１．０％10.5％

-Ｉ

＝平成2 3 年度決算＝１０．９％
§蝿一塁

＝数値の目安＝平成２５年度決算数値１１．０％以下
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平成２３年度決算においては、財政墓本計画で設定した数値目標は、いず
れも達成することができました。
また、参考指標についても、いずれも目安（目標）とした上限の数値の範

囲内となっています。
平成２４，２５年度においても、引き続き単年度収支の改善を図り、平成

２５年度末での最終的な数値目標達成に向けて取り組んでまいります。

その進捗状況については、
してまいります｡ ，

次年度以降の財政白書で市民の皆様にお知らせ

陽眠

ｆ
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1鱗童逗雲麓し

新しい善を育謬プログラム 、

○小学校の空調設備の整備（２億7 , 2 2 2 万円）
空調設備がなかった小学校１５校に空調設備を整備しました。（平成２４年６月完成）

これにより、市立学校すべてに空調設備が整備されました。

０
．

○武道場の建設（3 , 4 7 7 万円）
武道場がなかった久里浜中学校に武道場を建設しました。（平成２４年７月完成）

図目

平成２３年度に実施した事業のうち、主な新規・拡充事業を、
横須賀市基本計画の重点プログラムごとにみていきましょう

○国際コミュニケーシヨン能力の育成（２億3 , 4 8 4 万円）
市立学校全校に、英語を母語とする補助教員を派遣し、児童生徒の国際コミュニケーション

能力の向上を図りました。
、 ノ

く鎗柳

○諏訪小学校の建て替え（１３億１，１９８万円）
構造上の問題で耐震化できなかった諏訪小学校の新校舎建設を行いました｡ ( 平成２４年７月

完成）諏訪小学校の建て替えにより、すべての市立学校の耐震化が完了しました。

ａ

○待機児童の解消（３，１３３万円）
保育所Ｓ園で３０人の定員を増やしました。（定員数計3 , 8 2 5 人）

○保育所施設整備への助成（9 , 4 1 9 万円）
衣笠保育園新築工事に助成しました。（定員６０人→７０人へ増加）

○学力向上の推進（2 , 2 3 9 万円）
小学校放課後サポートティーチャーを全４７校中３１校に配置するなど、学力の向上を図り

ました。

○子育て短期支援事業（シヨートステイ）の実施（３１万円）
保護者が病気などで子どもの養育ができないときに、一時的に子どもを預かるショートステ

イ事業を、平成２３年７月から２施設で開始しました。



命Z 調雷プｺ 抜泌
○救急医療センターの移転新築（6 , 0 7 5 万円）
平成２６年４月の移転に向け、敷地地質調査と建物の設計を行いました。
（平成２４．２５年度移転新築工事実施）”

○特別養護老人ホームの整備（６億４，１０２万円）
入所待機者の解消を図るため、特別蓋謹老人ホーム３施設（3 0 0 床）の建設に対して助成し

ました。

○重症心身障害児者施設の整備（１０万円）
医療型障害児入所施設の整備を図るため、設置・運営を行う事業者を選考しました。
（平成２４年度言工）

○地域介護施設の整備（１億５，１０７万円）
認知症高齢者グループホームなどの施設、設備整備に対して助成しました。（新設３施設）

○安心して歩ける通学路の整備（1 , 6 6 7 万円）
歩道が設置できない通学路の路側帯をカラー舗装し、歩行者通行帯を明示しました。
（１３校通学路２７路線を整備）

○公共施設の耐震化（３億７，8 8 7 万円）
久里浜行政センター、中央図書館（旧館) 、博物館（自然館）の耐震化を実施しました。

回グラム
○みどりの基本計画に基づいたまちづくり（４１万円）
みどりの基本計画に基づいて、「市民緑地制度｣ 、「民有地緑化支援制度｣ 、「自然林保全制度」
を創設しました。

○横須賀エコツアーの推進（２３万円）
平成２５年度からのエコツアー実施に向け、候補地３カ所（猿島、観音崎、大楠・西海岸）

を選定しました。

○里山的環境保全・活用の推進（９４万円）
里' ' 1 的な環境を保全．活用できるモデル地区を２カ所（野比、長坂）選定しました。

○廃棄物広域処理施設の建設準備（１億２，１８３万円）
三浦市と共同で新しいごみ処理施設を建設するため、環境アセスメントや測量等の業務を行

いました。

3 ０



、

にぎわ鵬謹迩重り；回グ言泌
○定住促進（３億8 , 3 3 9 万円）
定住人□の増加を図るため、ファーストマイホーム応援制度（申請件数８７０件) 、スイート

ホーム応援制度( 申請件数１０４件) の助成､ 「すかりぷ｣ の構築などの取り組みを行いました。

○集客促進（７，６８５万円）
本市への集客促進と都市イメージの向上のために、積極的なＰＲを行いました。
（旅行エージェント専門窓ロツアーデスク事業など）

○企業誘致（３億２，３１０万円）
株式会社ニコン（横浜製作所の一部を横須賀市へ移転) 、生化学工業株式会社（新工場棟の増

設）に対して、企業等立地奨励金・企業等拡大再投資奨励金による助成を決定しました。

○地産地消の推進（2 . 5 5 5 万円）
農漁業者に対する加工施設整備費助成、パイプハウス設置費助成、漁業者に対する種苗放流

助成、カキ・アワビ養殖費助成などを行い、地場産品の育成を図りました。

○ドッグラン広場の整備（1 , 0 6 7 万円）
夏島都市緑地内にドッグランを整備しました。（平成２４年４月オープン）

地 口グラム
○自治基本条例の制定準備（5 0 3 万円）
「市民が主役のまちづくり」を進めるため、条例検討委員会やフォーラムを開催し、自治基

本条例（案）を作成しました。

○（仮称）地域運営協議会設置に向けた検討（１１６万円）
２地区（追浜、浦賀）をモデル地区に選定し、モデル事業を実施しました。

その他
○市税納付推進センターの設置（1 , 3 3 1 万円）
滞納の解消のため、市税納付推進センターを１０月に設置しました。

○火葬場の集約統合（２億3 , 8 8 0 万円）
中央斎場と浦賀火葬場を統合するため、中央斎場の改修等を行いました。

３１



団団

ぐ参書窒 宿双ｼｰ．'i，
市の予算決算は、税金などの使いみちについて１年間の計画と結果を表すもの（フ
ロー）ですが、これまでに使ったお金で生まれた資産（財産）や、借金などの負債が
どのような状況になっているか（ストック）を示すものがバランスシート（貸借対照
表）です。（図２１）
道路や学校、現金などの資産の合計と、市債（借金）などの負債と純資産の合計

が同じ額になって左右のバランスが取れることから、「バランスシート」と呼ばれ
ています。

●

バランスシートの構成（資金の使途） ( 資余幽遠の内容）

バランスシートの「負債」は、今後支払わなければならない義務を負っている
借金などであり、「純資産」は、資産形成のために使われた現在までの世代が納め
た税金等です。言い換えれば、「負債」は将来の市民負担、「純資産」は今までの市
民負担であり､ 負債の割合が少ないほど将来世代への負担が少ない状態と言えます。
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市(市民)の財産

( 図2 1 ）横須賀市のバランスシート（普通会計貸借対照表）（単位億円）

資産

現在､ 市が持っている
土地､ 連物､ 基金、
現金など

ど

貴磁′
鷺_グ蕊１

市0ﾖな

◇
４
寺

純資産
O ■ｐＦ~ . ＝△1 - 叩一＝

資産形成のためＩ二これ
までに使われた市税( 一
般財源) や､ 市に対して
交付された国･ 県支出金
など



前年度との比較獄 静6 －

。1 1 名 f

平成２３年度のバランスシートの前年度との比較は表６のとおりです。

資産は、前年度と比較して２９億円増加しています。その内訳は、施設の新規整
備による公共資産の増加（' ３億円）や、貸付金の返済を受けたことによる流動資
産の増（２６億円）などとなっています。

負債は、主に臨時財政対策債が増加したことにより６億円増加し､ 資産と負債の
差額である純資産は、前年度と比較し２３億円増加しました。

( 表６）横須賀市のバランスシート（普通会計貸借対照表）比較（単位億円）

資産

|公共資産

|投資及び出資金
|流動資産

負債

市債
退職手当引当金

その他の負債
純資産

平成2 2 年度
(2010年度）

1０，１４３
9,613
3５３

1７７

1,958
1,669
2５７

3２

8,185

平成2 3 年度
(2011年度）

１０m1７２
9,626
3 4 3

2 0 3

1,964
1,681
2 5 2

３１

8,208

比較増( △) 減

2９

1３

△１０
2６

６

1２

△５
△１

２３

【市民１人あたりのバランスシート】
図２２は､ 市民１人あたりのバランスシートを家計に置き換えた項目で表したものです。
家計に例えると、家や土地、預金など２４２万円の資産のうち、8 0 . 7 ％に当たる１９５

万円はすでに支払が済んでいて､ １９．３％に当たる４７万円はこれから支払う必要があると
いう状況です。

( 図2 2 ）市民１人当たりのバランスシート

有形固定資産等
（住宅､ 自動車などの資産）

投資等
（株券､ 定期預金など）

流動資産
（手持ちの現金､ 普通預金など）

資産合計

2 2 9 万円

8 万円

5 万円

２４２万円

固定負債( 住宅ローンなど）４２万円
流動負債( 翌年度に返済するﾛ ｰ ﾝ など）５万円
負債合計 ( 1 9 . 3 ％）４７万円

純資産( 8 0 . 7 ％）
( 財産から借金を除いた純粋な財産）

１９５万円

人口は､ 平成2 4 年３月３１日住民基本台根人口
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